
　

平
成
二
十
九
年
四
月
十
一
日

（
火
）
～
十
六
日
（
日
）
、
愛
知
県

美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
名
古
屋
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
両
会
場
に
於
い
て
、

第
六
十
四
回
公
募
東
海
書
道
藝
術
院

展
が
開
催
さ
れ
た
。
十
日
の
搬
入
を

各
部
大
車
輪
の
奮
闘
で
終
え
、
十
一

日
午
前
十
時
、
第
一
会
場
・
県
美
ギ

ャ
ラ
リ
ー
八
階
で
恒
例
の
開
場
式
を

迎
え
た
。
役
員
・
関
係
者
皆
、
充
実

の
表
情
。
尾
関
陶
山
副
理
事
長
の
進

行
で
、
始
め
に
風
岡
五
城
会
長
挨

拶
。
続
い
て
、
加
藤
宏
幸
中
日
新
聞

社
名
古
屋
本
社
事
業
局
長
を
お
迎
え

し
、
幹
部
と
大
賞
受
賞
・
棚
橋
藍
水

氏
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

た
。
展
示
総
数
七
四
六
点
。
昨
年
、

会
場
の
都
合
で
制
約
の
あ
っ
た
作
品

形
式
が
例
年
通
り
に
な
り
、
壁
面
に

は
ま
た
迫
力
が
戻
っ
た
。
入
賞
者

百
七
十
四
名
。
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

プ
ラ
ザ
で
の
授
賞
式
・
祝
賀
会
は
、

冨
永
奇
昂
、
安
藤
餘
香
両
常
任
理
事

の
司
会
で
、
厳
粛
か
つ
華
や
か
に
と

り
行
わ
れ
た
。
授
賞
式
出
席
者
は

九
十
四
名
。
式
典
で
は
中
日
新
聞

社
・
西
原
健
二
様
、
衆
院
議
員
江
崎

鐵
磨
様
代
理
、
五
禾
書
房
・
桑
原
喬

様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
る
。
そ
し
て
各

賞
の
表
彰
、
大
賞
受
賞
・
棚
橋
氏
の

謝
辞
と
円
滑
に
進
ん
で
、
授
賞
式
は

終
了
し
た
。
続
く
祝
賀
会
で
は
、
大

村
名
誉
会
長
、
加
藤
中
日
新
聞
社
事

業
局
長
の
ご
祝
辞
で
、
会
場
は
凛
と

し
た
空
気
に
。
そ
し
て
後
、
賑
や
か

な
歓
談
の
中
、
上
位
受
賞
者
が
壇
上

で
今
後
の
決
意
な
ど
を
述
べ
て
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
褒
賞

部
は
じ
め
各
部
先
生
方
の
奮
闘
に
深

謝
。
ま
た
、
県
美
会
場
へ
の
入
場
者

数
が
二
千
四
百
三
十
九
人
、
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
会
場
は
二
千
三
十
九
人
。

延
べ
四
千
四
百
七
十
八
人
で
昨
年
比

九
十
四
・
八
％
。
最
終
日
に
は
大
村

名
誉
会
長
が
来
場
さ
れ
、
久
野
副
会

長
、
木
村
理
事
長
、
山
本
副
理
事
長

の
案
内
で
、
熱
心
に
作
品
を
ご
覧
に

な
っ
た
。
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第
64
回 

公
募 

東
海
書
道
藝
術
院
展

開
場
式
・
授
賞
式
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祝
賀
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詳
報

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
大
き
な
拍
手

会　長　挨　拶

開場式テープカット
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第
64
回
　
東
海
書
道
藝
術
院
展
作
品
抄
録

名
誉
会
長
　
豆
子
甲
水
之

愛
知
県
知
事
・
名
誉
会
長
　
大
　
村
　
秀
　
章

　
副
会
長
　
安

藤

清

舟

会　長
風 岡 五 城

理
事
長
　
木

村

大

澤

副
理
事
長
　
故
　
竹

内

小

径

　
副
会
長
　
久

野

北

崖

常
任
参
事
　
水

谷

紅

楓

常
任
参
事
　
西

尾

邑

城
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〈
上
位
受
賞
者
の
作
品
〉

会
員
の
部
　
知
事
賞
　
　
中
　
林
　
光
　
露

会
員
の
部
　
準
大
賞
　
　
山
　
田
　
芳
　
穂

会
員
の
部
　
大
賞
　
　
棚
　
橋
　
藍
　
水

会
員
の
部
　
領
事
館
賞
　
伊
　
藤
　
恵
　
翠

会
員
の
部
　
県
教
委
賞
　
加
　
藤
　
珠
　
香

会
員
の
部
　
中
日
賞
　
今
　
枝
　
櫻
　
舟

会
員
の
部
　
中
日
賞
　
加
　
藤
　
紅
　
華

会
員
の
部
　
東
書
藝
賞
　
神
　
野
　
冨
　
子

副
理
事
長
　
尾

関

陶

山

副
理
事
長
　
山

本

晴

城

副
理
事
長
　
松

浦

白

碩
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風
岡
五
城
会
長

①
野
口
桂
風

　

�

金
文
に
し
て
は
や
や
荒
っ
ぽ
い

が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
ほ
ぐ
れ
た

華
や
い
だ
雰
囲
気
を
か
も
し
て
い

る
。
思
い
切
り
の
よ
さ
、
大
胆
さ

を
と
る
。

②
大
場
映
翆

　

�

全
体
に
字
形
を
縦
長
に
と
り
な
が

ら
単
調
に
な
ら
ず
、
行
間
を
通
し

て
さ
わ
や
か
な
印
象
を
与
え
る
。

ま
た
、
二
行
目
の
「
新
」
「
花
」

な
ど
、
や
や
大
き
め
に
書
い
た
字

も
効
果
的
で
あ
る
。

③
水
谷　

紫
舟　
　

④
小
川　

若
紫

⑤
平
松　

文
子　
　

⑥
浅
井
阿
由
美

⑦
松
田　

真
香　
　

⑧
三
浦　

希
韶

安
藤
清
舟
副
会
長

①
内
海　

清
秋

　

�

王
之
渙
詩　

五
絶
。
達
筆
悠
々
、

重
厚
な
線
条
に
ま
と
め
た
隷
書

体
。
長
年
の
鍛
錬
か
ら
生
ま
れ
た

堂
々
の
作
。
お
見
事
。

②
伊
藤　

春
草

　

�

杜
甫
詩　

五
律
。
二
行
を
大
字
、

三
行
目
を
小
さ
く
落
款
ま
で
繋
げ

た
。
実
に
字
の
大
小
振
幅
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
し
て
い
て
、
行
間
・

余
白
が
生
き
、
美
し
い
。

③
小
川　

若
紫　
　

④
太
田　

禮
香

⑤
夏
目　

螢
水　
　

⑥
賀
田
野
春
汀

⑦
吉
野　

素
水　
　

⑧
菅
沼　

美
翠

久
野
北
崖
副
会
長

①
大
竹　

翠
葉

　

�

李
白
詩
。
筆
力
充
分
こ
も
る
作
。

温
潤
で
安
定
感
の
あ
る
筆
線
が
生

き
て
お
り
、
多
墨
に
よ
る
文
字
構

成
が
効
果
的
で
纏
ま
り
良
く
仕
上

が
っ
て
い
る
。

②
信
藤　

緑
華

　

�

賈
至
詩
。
練
度
の
あ
る
力
強
い
筆

捌
き
で
、
結
体
も
良
く
充
実
感
の

あ
る
作
。

　

�

構
成
と
余
白
の
均
衡
が
良
く
保
た

れ
て
い
る
。

③
裏
川　

紫
翠　
　

④
松
井　

光
楓

⑤
伊
藤　

春
草　
　

⑥
蔦　
　

皓
月

⑦
大
西　

紫
蓉　
　

⑧
河
瀬　

魚
仙

水
谷
紅
楓
常
任
参
事

①
蔦　

皓
月

　

�

大
胆
な
運
筆
と
、
筆
線
の
強
さ
が

魅
力
。
堂
々
た
る
書
き
ぶ
り
他
を

圧
倒
す
る
。
又
、
落
款
と
本
文
二

行
の
充
実
で
安
定
感
あ
る
秀
作
。

②
夏
目　

螢
水

　

�

鋭
い
斬
り
つ
け
る
様
な
線
が
よ
く

利
い
て
自
信
溢
れ
る
書
。
筆
よ
く

動
き
、
躍
動
感
で
三
行
を
ま
と
め

上
げ
た
快
作
。

③
須
藤　

春
華　
　

④
内
海　

清
秋

⑤
太
田　

禮
香　
　

⑥
松
井　

恵
仙

⑦
三
村　

菱
花　
　

⑧
村
瀬　

蕙
風

西
尾
邑
城
常
任
参
事

①
小
島　

芳
泉

　

�

金
文
の
作
。
和
の
禾（
の
ぎ
へ
ん
・

カ
）
を
大
胆
に
斜
め
に
そ
の
上
に

侖
（
ふ
え
・
ヤ
ク
）
を
〆
て
密
に
、

爲
は
象
（
ぞ
う
・
シ
ョ
ウ
）
の
ド
ッ

シ
リ
感
を
、
貴
は
軽
く
し
て
譯
文

で
〆
め
た
。
章
法
と
デ
フ
ォ
ル
メ
、

素
晴
ら
し
い
。

②
伊
藤　

瑶
綵

　

�

三
島
流
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
？
長

鋒
を
駆
使
し
て
一
気
呵
成
に
し
た

筆
触
は
、
観
者
に
爽
や
か
さ
を
感

じ
さ
せ
る
。
見
事
。

③
佐
野　

小
徑　
　

④
市
古　

清
楓

⑤
小
川　

若
紫　
　

⑥
角
脇　

尚
園

⑦
三
田　

敬
華　
　

⑧
大
西　

紫
蓉

木
村
大
澤
理
事
長

①
蔦　

皓
月

　

�

大
胆
な
筆
さ
ば
き
か
ら
生
ま
れ
る

力
強
い
行
草
書
。
気
迫
こ
も
る
一

字
一
字
が
一
紙
融
合
し
、
生
命
感

溢
れ
る
作
品
に
な
っ
た
。

②
梶　

蘇
山

　

�

墨
の
潤
渇
で
作
品
に
立
体
感
を
も

た
せ
、
字
々
悠
然
と
し
て
お
お
ら

か
さ
を
表
現
し
た
魅
力
あ
る
作
で

あ
る
。

③
小
川　

若
紫　
　

④
佐
野　

小
徑

⑤
大
竹　

翠
葉　
　

⑥
大
西　

紫
蓉

⑦
伊
藤　

緑
穂　
　

⑧
平
松　

文
子

東
書
藝
幹
部
に
よ
る

第
六
十
四
回
展
　
私
の
選
ん
だ
こ
の
作
品

幹
部
の
六
名
の
先
生
方
に
、
賞
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
院
人
（
常
任
理
事
以
上

の
役
員
を
除
く
）
の
中
か
ら
、
ご
自
分
の
社
中
以
外
で
こ
れ
は
と
思
う
秀
作
を

八
点
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
そ
の
方
々
の
お
名
前
と
、
内
二
作
品
の
講
評
お
よ

び
作
品
写
真
を
紹
介
す
る
。
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大

場

映

翠

内

海

清

秋

伊

藤

春

草

大

竹

翠

葉

信

藤

緑

華

蔦
　
　

皓

月

夏

目

螢

水

野

口

桂

風

小

島

芳

泉

伊

藤

瑶

綵

水

谷

紫

舟

梶
　
　

蘇

山
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小

川

若

紫

平

松

文

子

三

浦

希

韶

太

田

禮

香

浅
井
阿
由
美

松

田

真

香

大

西

紫

蓉

菅

沼

美

翠

裏

川

紫

翠

松

井

光

楓

三

村

菱

花

須

藤

春

華
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市

古

清

楓

河

瀬

魚

仙

村

瀬

蕙

風

佐

野

小

徑

伊

藤

緑

穂

角

脇

尚

園

三

田

敬

華

吉

野

素

水

賀
田
野
春
汀

松

井

恵

仙
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◆
会
員
の
部
　
大
賞

　 
    

棚橋藍水

⑴
陳
鴻
壽
。

⑵�

線
の
美
し
さ
。
運
筆
。

⑶�

墨
量
と
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

し
ま
し
た
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
筆
と
墨
を
使
用
し
ま

し
た
。

⑸�

飽
き
性
の
私
が
唯
一
続
け
ら
れ
て

い
る
も
の
。
筆
を
手
に
し
、
紙
に

向
か
っ
て
い
る
時
間
は
、
た
だ
た

だ
無
心
に
な
れ
る
貴
重
な
存
在
で

す
。

⑹�

こ
の
度
は
、
思
い
が
け
ず
大
賞
と

い
う
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
風
岡
先
生

を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
私
で
す
の
で
、
今
後
は
よ
り

多
く
の
古
典
を
学
び
、
様
々
な
書

風
の
作
品
が
書
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
御
指
導

御
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
の
部
　
準
大
賞

　 
    

山田芳穂

⑴�

王
鐸
。

⑵�

躍
動
的
な
運
筆
や
線
質
の
変
化
。

⑶�

運
筆
、
墨
の
潤
渇
。

⑷�

紙
は
夾
宣
、
筆
は
兼
毫
。

⑸�

書
道
は
奥
が
深
く
、
苦
し
い
時
も

あ
り
ま
す
が
、
心
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
、
生
涯
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
え
る
も
の
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
、
身
に
余
る
立
派
な
賞

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
日
ま
で
書
道
を
続
け
て
こ

の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
た
の
も
、

日
頃
よ
り
や
さ
し
く
熱
心
に
御
指

導
し
て
く
だ
さ
る
志
字
一
燁
先
生
、

そ
し
て
諸
先
生
方
の
お
か
げ
と
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
勉
強
不
足
で
分
か
ら
な
い
事

ば
か
り
の
私
で
す
が
、
良
い
書
を

書
け
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
会
員
の
部
　
知
事
賞

　 
    

中林光露

⑴
書
譜

⑵�

文
字
の
リ
ズ
ム
感
、
形
の
面
白
さ
。

⑶�

墨
量
、
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
も
の
。

⑸�

「
書
道
」
は
日
常
の
雑
事
を
忘
れ
、

静
か
に
自
分
と
向
き
合
う
一
と
き
。

⑹�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

�

こ
れ
も
偏
に
諸
先
生
方
の
御
指
導

の
お
蔭
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
受
賞
の
感
激
を

忘
れ
ず
、
「
書
の
上
達
は
感
覚
の

洗
練
と
手
の
習
練
と
の
両
立
に
あ

る
（
穿
石
一
言
録
）
」
を
心
に
、

焦
ら
ず
黙
々
、
楽
し
み
な
が
ら

「
書
」
を
学
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
六
十
四
回
東
書
藝
展
　
受
賞
者
に
聞
く

　

今
年
も
東
書
藝
展
で
栄
え
あ
る
賞
に
輝
い
た
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
会
員
、
準
会

員
の
部
の
上
位
入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
頂
い
た
。

　

書
に
対
す
る
姿
勢
や
考
え
方
の
一
端
が
う
か
が
え
る
の
で
、
参
考
に
さ
れ
て
は

と
思
う
。
ま
た
受
賞
者
の
作
品
の
一
部
は
3
頁
に
掲
載
い
た
し
た
の
で
併
せ
て
ご

覧
の
程
を
。

　

設
問
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

⑴　

現
在
学
ん
で
い
る
古
典
は
何
か
。

⑵　

そ
の
古
典
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
か
。

⑶　

今
回
の
出
品
作
で
、
表
現
上
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
ど
ん
な
点
か
。

⑷　

今
回
の
出
品
作
で
、
用
具
用
材
（
筆
、
墨
、
紙
な
ど
）
を
工
夫
し
た
点
は
あ
る
か
。

⑸　

�

ど
の
よ
う
な
「
書
道
観
」
を
お
持
ち
か
。
又
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
「
書
道
」
と
は
何
か
。

⑹　

受
賞
さ
れ
た
感
想
と
今
後
の
抱
負
。
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◆
会
員
の
部
　
領
事
館
賞

　 
    

伊藤恵翠

⑴
王
鐸
。

⑵
変
化
に
と
ん
だ
字
形
や
運
筆
法
。

⑶�

墨
量
と
文
字
の
変
化
。

⑷�

普
段
使
っ
て
い
る
物
で
す
。

⑸�

心
静
か
に
自
分
と
向
き
合
え
、
生

涯
楽
し
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
大

変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

ご
指
導
頂
い
て
い
る
山
本
晴
城
先

生
は
じ
め
諸
先
生
方
の
お
蔭
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

�

こ
れ
か
ら
も
書
を
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

◆
会
員
の
部
　
県
教
委
賞

　 
    

加藤珠香

⑴
枯
樹
賦
。

⑵�

不
思
議
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
字

形
。

⑶�

余
白
が
多
く
な
り
が
ち
な
の
で
、

墨
量
を
保
つ
様
、
注
意
し
ま
し
た
。

⑷�

様
々
試
し
て
み
ま
し
た
が
、
結
局

使
い
慣
れ
た
羊
毛
長
峰
筆
と
、
に

じ
み
の
出
る
薄
め
の
紙
に
書
き
ま

し
た
。
墨
は
機
械
で
は
あ
り
ま
す

が
、
磨
っ
た
も
の
を
使
用
し
ま
し

た
。

⑸�

樹
木
の
幹
に
あ
た
る
も
の
と
感
じ

て
い
ま
す
。
太
い
幹
に
な
る
様
に
、

丈
夫
な
根
を
は
り
、
枝
葉
を
広
げ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑹�

思
い
も
か
け
な
い
受
賞
に
驚
き
、

今
後
と
も
賞
に
値
す
る
努
力
を
し

て
行
か
な
く
て
は
と
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
十
五
年
も
お

世
話
に
な
っ
た
、
故
勝
川
恵
香
先

生
、
突
然
の
入
門
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
的
確
な
ご
指
導
で
受
賞
へ
と

導
い
て
下
さ
っ
た
安
藤
餘
香
先
生

へ
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
の
部
　
中
日
賞

　 
    

加藤紅華

⑴�

集
字
聖
教
序
。
三
体
千
字
文
。

⑵
運
筆
。
線
質
。

⑶�

墨
量
。
腕
全
体
を
使
っ
て
リ
ズ
ム

よ
く
書
く
こ
と
。

⑷
使
い
慣
れ
た
用
具
。

⑸�

私
に
と
っ
て
書
道
と
は
、
自
分
を

磨
き
高
め
、
人
生
を
豊
か
に
す
る

た
め
努
力
す
る
も
の
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
安
藤

清
舟
先
生
の
お
蔭
と
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
更
な

る
精
進
を
い
た
し
ま
す
。

◆
会
員
の
部
　
中
日
賞

　 
    

今枝櫻舟

⑴
王
羲
之
、
王
献
之
の
技
法
。

⑵�

運
筆
、
美
し
い
造
形
（
結
体
）
。

⑶�

墨
量
を
多
め
に
、
速
度
の
変
化
で

力
強
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
。
短
毛
筆
と
紙
。

⑸�

書
道
は
、
集
中
力
を
養
い
、
心
を

落
ち
着
か
せ
ま
す
。
私
に
と
っ
て

自
分
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。

⑹�
こ
の
度
は
、
身
に
余
る
賞
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�

熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
、
今

枝
大
軒
先
生
に
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
古

典
を
学
び
、
楽
し
み
な
が
ら
良
い

作
品
が
で
き
る
よ
う
、
日
々
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
会
員
の
部
　
東
書
藝
賞

　 
    

神野冨子

⑴
十
七
帖
。

⑵
線
質
、
筆
法
。

⑶�

墨
の
濃
淡
、
線
質
に
注
意
し
ま
し

た
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
、
梓
会
の
か
な
用
中

筆
、
紙
、
墨
。

⑸�

書
道
を
通
じ
て
す
ば
ら
し
い
先
生

方
や
、
多
く
の
仲
間
と
出
合
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
そ

し
て
筆
を
持
ち
、
紙
に
向
か
う
時

の
集
中
・
緊
張
感
が
と
て
も
好
き

で
す
。

⑹�

受
賞
に
驚
き
と
喜
び
を
感
じ
る
と

共
に
、
ご
指
導
下
さ
っ
た
梓
会
理

事
長
の
伊
藤
春
魁
先
生
、
そ
し
て

諸
先
生
方
の
お
蔭
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
未
熟
な
私
で
す

が
こ
の
賞
を
励
み
に
日
々
精
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

壇上の上位受賞者
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◆
準
会
員
の
部
　
市
長
賞

　 
    

水野白蓮

⑴�

張
猛
龍
碑
。

⑵
線
質
、
呼
吸
。

⑶�

全
体
の
墨
量
の
バ
ラ
ン
ス
と
行
の

流
れ
に
注
意
し
ま
し
た
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
物
で
す
が
、
墨
量
の

流
れ
が
自
然
に
な
る
よ
う
に
大
き

め
の
筆
を
使
用
し
ま
し
た
。

⑸�

書
道
は
、
私
を
支
え
て
く
れ
る
存

在
で
す
。
心
身
共
に
鍛
え
て
く
れ

る
書
道
が
な
け
れ
ば
、
今
の
私
は

い
な
い
と
思
い
ま
す
。

⑹�

こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
賞
を
頂
き
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
賞
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ご
指
導

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
伊
藤
緑
穂

先
生
を
始
め
、
諸
先
生
方
の
お
蔭

と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
七

歳
の
頃
か
ら
書
道
を
習
い
始
め
ま

し
た
が
、
最
近
よ
う
や
く
書
道
と

正
面
か
ら
向
き
合
う
覚
悟
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
受
賞
を
励
み
に
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
県
教
委
賞

　 
    

宮田杏花

⑴�

集
字
聖
教
序
。

⑵�

線
質
。
字
の
形
。

⑶�

線
質
。
字
の
組
み
合
わ
せ
方
。
リ

ズ
ム
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
道
具
を
使
い
ま
し
た
。

⑸�

私
に
と
っ
て
の
「
書
道
」
は
、
人

生
に
拡
が
り
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
存
在
で
す
。
日
常
を
忘
れ
、
自

分
に
向
き
合
え
る
貴
重
な
時
間
で

す
。

⑹���

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
つ
も
熱
心
に
御
指
導
下
さ
る
水

谷
紅
楓
先
生
を
は
じ
め
、
諸
先
生

方
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
よ
り
一
層
の
精
進
を

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
市
教
委
賞

　 
    

中根静流

⑴
道
因
法
師
碑
。
王
鐸
。

⑵
運
筆
、
線
質�

、
字
形
。

⑶�

文
字
の
連
続
性
と
余
白
を
意
識
し
た

行
の
流
れ
、
明
暗
。

⑷
兼
毫
筆
。
中
国
画
仙
紙
。

⑸��

書
道
は
、
自
分
自
身
を
振
り
返
る

時
間
。
毎
日
筆
を
持
つ
こ
と
は
、

退
職
後
の
人
生
の
糧
で
あ
り
ま
す
。

⑹�

こ
の
度
は
、
伝
統
あ
る
東
書
藝
展

で
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

�

こ
れ
も
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

風
岡
五
城
先
生
の
お
蔭
で
あ
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
宏

道
書
会
の
先
生
方
、
そ
し
て
、
教

室
の
書
友
の
皆
さ
ん
の
お
蔭
で
あ

り
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

�

今
後
も
書
道
と
い
う
長
い
上
り
坂

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
賞
を
励
み

に
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
東
海
書
道
藝
術
院
の

益
々
の
ご
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
中
日
賞

　 
    

吉戸清華

⑴
王
羲
之
。
智
永
千
字
文
。

⑵
運
筆
。
美
し
い
線
。

⑶
墨
量
と
バ
ラ
ン
ス
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
筆
。

⑸�

私
に
と
っ
て
「
書
道
」
と
は
、
人

と
の
繋
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
芸
術

で
す
。
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品

を
目
に
し
、
そ
の
想
い
を
想
像
す

る
時
間
は
大
変
貴
重
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
、
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
驚

き
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

始
終
熱
心
な
ご
指
導
を
頂
い
た
今

枝
大
軒
先
生
に
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
作
品
制
作
時
、
心
が

折
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
、
先
生
の

御
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
、
ど
れ
程

励
み
に
な
っ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
こ
の
賞
を
励
み
に
精
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
東
書
藝
賞

　 
    

杉原弘子

⑴
高
野
切
一
種
。
関
戸
古
今
集
。

⑵�

流
麗
な
線
の
流
れ
、
そ
こ
に
あ
る

運
筆
の
遅
速
を
学
ん
で
い
ま
す
。

⑶�

墨
を
た
っ
ぷ
り
含
ま
せ
、
肩
に
力

を
入
れ
な
い
様
に
心
掛
け
、
濃
淡

に
留
意
し
ま
し
た
。

⑷�

普
段
使
っ
て
い
る
、
墨
、
筆
を
使

い
ま
し
た
。

⑸�

「
書
道
」
と
は
、
ひ
た
す
ら
手
本

を
見
て
書
く
事
、
日
常
の
事
を
忘

れ
、
夢
中
に
な
れ
る
、
大
好
き
な
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時
間
で
す
。

⑹�

七
十
の
手
習
い
で
始
め
た
書
道
で

ご
ざ
い
ま
す
。
思
い
が
け
な
い
、

素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
温
か
い
ご
指

導
を
頂
い
て
お
り
ま
す
、
伊
藤
春

魁
先
生
の
お
蔭
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

�

梓
会
の
諸
先
生
の
「
元
気
！
頑
張

っ
て
」
、
と
の
励
ま
し
の
言
葉
は
、

私
の
力
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
良

き
先
輩
、
書
友
に
恵
ま
れ
幸
せ
に

思
い
ま
す
。
今
年
八
十
三
歳
に
な

り
ま
す
。
一
日
で
も
長
く
稽
古
の

出
来
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
東
書
藝
賞

　 
    

松尾華景

⑴�

楷
書　

九
成
宮
醴
泉
銘
。

　

行
書　

蘭
亭
叙
。

⑵�

運
筆
。
線
質
。

⑶�

お
手
本
に
忠
実
に
、
か
つ
線
の
強

弱
を
意
識
し
ま
し
た
。

⑷�

普
段
使
い
慣
れ
て
い
る
筆
、
墨
、

紙
を
使
用
し
ま
し
た
。

⑸�

「
書
道
」
は
私
に
と
っ
て
「
無
」

の
時
間
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な

も
の
で
す
。
ま
た
墨
の
香
り
が
心

を
落
ち
つ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

⑹�

こ
の
度
は
思
い
も
よ
ら
ず
大
き
な

賞
を
い
た
だ
き
、
驚
き
と
同
時
に

大
変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
御
指
導
し
て
く
だ
さ
る
安
藤
清

舟
先
生
の
お
蔭
と
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
技
術
的
な
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
書
道
の
楽
し
さ
や
奥
深

さ
を
教
え
て
く
だ
さ
る
先
生
の
御

指
導
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し

み
な
が
ら
精
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

陶
山
塾　

塾
生
一
同

　
　

代
表　

布
目
一
路

　

七
月
十
八
日
（
火
）
～
二
十
三
日

（
日
）
ま
で
、
師
、
尾
関
陶
山
の
古

稀
を
祝
し
て
個
展
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

池
下
の
有
名
シ
ェ
フ
の
お
店
の
立

ち
並
ぶ
セ
ン
ト
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
を
背

に
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
見
つ
け
、
師
の
魅
力
の
出
せ
る

個
展
を
イ
メ
ー
ジ
、
一
年
計
画
で
準

備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
達
は
個
展
に
ま
っ
た
く
不
慣
れ

で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
押
さ
え
た
も
の

の
試
行
錯
誤
の
連
続
。
作
品
制
作
を

師
に
お
任
せ
し
ま
し
た
が
、
「
こ
う

し
て
み
た
ら
…
。
ア
ー
し
て
み
て
は
ど

う
？
」
と
身
の
程
知
ら
ず
の
駄
目
出

し
で
、
師
を
奔
走
さ
せ
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
師
も
私
達
も
随
分
楽
し
ん
で

制
作
出
来
た
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

　

作
品
を
一
同
に
集
め
て
展
示
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
時
に
は
、
皆
様
方

の
反
応
へ
の
不
安
と
共
に
何
か
言
葉

に
表
せ
な
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

馴
染
み
が
な
く
、
わ
か
り
づ
ら
い

会
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
遠
方
よ
り
多

数
お
い
で
頂
き
、
予
想
を
超
え
る
来

場
者
数
で
し
た
。
ま
た
お
祝
い
の

品
々
、
お
言
葉
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
し
て
師
と
共
に
歩
い
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尾
関
陶
山
副
理
事
長
が
古
稀
展
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
池
下
２
１
１
２
（
出
窓
ギ
ラ

リ
ー
）
で
開
催
。
陶
山
塾
師
弟
の
力
が
結
集
さ
れ
た
心
和
む
個
展
。
先
生
の

益
々
の
ご
健
筆
を
願
う
も
の
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
池
下
２
１
１
２

古 

稀
　
陶

山

書

展
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五
月
九
日
、
副
理
事
長
・
竹
内
小
逕

先
生
が
急
逝
さ
れ
た
。
あ
ま
り
に
突

然
で
、
未
だ
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

山
元
　
青
園

　

昭
和
五
十
年
に
編
物
教
室
で
小
逕

先
生
と
出
会
い
、
そ
の
後
そ
の
教
室

で
先
生
は
書
道
教
室
を
始
め
ら
れ
、

私
は
す
ぐ
に
、
長
男
長
女
を
先
生
に

託
し
ま
し
た
。
そ
の
後
私
も
孫
も
お

世
話
に
な
り
、
子
供
達
は
部
活
等
で

止
め
、
私
だ
け
が
三
十
年
以
上
教
室

に
通
い
、
又
都
合
で
清
書
を
お
休
み

し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
素
晴
ら
し
い
書
道
家
で
あ

り
、
東
書
藝
、
宏
道
書
会
の
裏
方
も

し
っ
か
り
守
っ
て
下
さ
っ
た
気
配
り

の
温
か
い
方
で
し
た
。
つ
い
先
日
に

は
「
書
道
止
め
る
時
は
同
じ
に
、
も

う
少
し
頑
張
ろ
う
ね
」
と
約
束
し
た

ば
か
り
で
し
た
。

　

最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
産
経
書

展
、
亡
く
な
る
十
日
余
り
前
、
病
院

の
談
話
室
で
私
達
弟
子
の
作
品
に
印

を
押
さ
れ
て
い
た
お
姿
が
目
に
焼
き

付
い
て
い
ま
す
。
最
後
ま
で
本
当
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
よ
な
ら
…
…

羽
根
田
　
菖
橋

　

突
然
の
悲
し
い
知
ら
せ
に
一
瞬
声

も
出
ず
…
、
ご
回
復
を
信
じ
て
い
た

矢
先
の
こ
と
で
し
た
。
竹
内
先
生
は

か
な
作
家
と
し
て
、
大
字
、
小
字
多

字
作
品
両
面
で
変
化
に
富
ん
だ
す
ば

ら
し
い
作
品
を
常
に
発
表
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

又
、
書
会
の
た
め
に
、
本
当
に
誠

心
誠
意
尽
く
さ
れ
て
き
た
方
で
し
た
。

行
事
の
時
期
が
く
る
と
、
正
確
に
書

類
が
出
来
上
が
っ
て
い
て
、
「
次
は

こ
れ
ね
」
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
深
く
感
謝
す
る

ば
か
り
で
す
。
二
、
三
年
前
か
ら
、

夏
場
で
も
時
々
咳
込
ん
で
お
ら
れ
る

時
が
あ
り
、
心
配
す
る
私
に
、
「
大

丈
夫
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
言
わ
れ
こ

と
を
思
い
出
す
と
、
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
四
月
三
十
日
の
夕
方
に
「
お

願
い
が
あ
る
の
で
来
て
ほ
し
い
」
と

の
電
話
が
あ
り
、
病
室
に
菖
風
と
伺

っ
て
用
事
を
お
聞
き
し
、
帰
り
際
に

「
み
ん
な
で
風
岡
先
生
を
支
え
て
あ

げ
て
ね
」
と
言
わ
れ
た
の
が
最
期
と

な
り
ま
し
た
。
今
は
、
た
だ
安
ら
か

に
お
眠
り
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。�

合
掌

　

六
月
十
八

日
（
日
）
、

東
区
中
電
ホ

ー
ル
に
て

東
書
藝
総

会
が
開
催
さ

れ
た
。
会
員

数
九
百
十
五

名
、
出
席
者

二
百
二
十

名
、
委
任
状
預
か
り
五
百
三
名
、
合

計
七
百
二
十
三
名
に
て
総
会
は
成

立
。
司
会
は
羽
根
田
菖
風
常
任
理

事
。
今
枝
大
軒
参
事
に
よ
る
開
会
の

言
葉
に
始
ま
っ
て
、
風
岡
五
城
会

長
、
木
村
大
澤
理
事
長
挨
拶
の
後
、

司
会
者
一
任
に
よ
り
議
長
に
伊
藤
春

魁
常
任
理
事
が
選
出
さ
れ
、
次
の
議

事
が
丁
寧
に
進
行
さ
れ
た
。

①
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告

②
平
成
二
十
八
年
度
会
計
報
告

③
平
成
二
十
八
年
度
監
査
報
告

④�

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
並
び

に
予
算
案

⑤
新
役
員
に
つ
い
て

　

以
上
の
案
件
が
報
告
・
審
議
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
承
認
。
ま
た
幹
部

会
に
お
い
て
推
挙
・
委
嘱
さ
れ
た
木

村
大
澤
理
事
長
が
再
任
を
快
諾
さ

れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

た
。
そ
し
て
第
六
十
四
回
展
に
よ
る

昇
格
者
百
六
名
を
代
表
し
て
、
山
田

芳
穂
氏
に
委
嘱
状
を
授
与
。
最
後
に

山
本
晴
城
副
理
事
長
よ
り
十
一
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
東
書
藝
・
揚
州
市

友
好
書
法
展
の
説
明
が
あ
り
、
水
谷

紅
楓
常
任
参
事
の
閉
会
の
言
葉
で
総

会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
奈
良
教
育
大
学

教
授
・
谷
川
雅
夫
先
生
に
よ
り
、

「
日
本
近
世
近
代
の
書
」
の
演
題
で

講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
社
会
の
現
代
で
、
我
々
の
書
芸

術
を
い
か
に
し
て
良
く
す
る
か
の
手

立
て
を
日
本
近
世
近
代
の
書
か
ら
求

め
る
、
が
テ

ー
マ
の
お
話

し
で
、
会
員

一
同
真
剣
に

聴
き
入
っ
て

い
た
。

追
悼 

竹
内
小
逕
先
生
を
偲
ん
で

平
成
29
年
度
　
東

書

藝

総

会
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第
30
回
麦
積
書
展
を
終
了
し
て

今 
井 
麦 

苑

　

平
成
二
十
九
年
六
月
七
日
よ
り

十
一
日
ま
で
岡
崎
市
美
術
館
で
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
も

多
く
の
参
観
者
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
て
出
品
者
一
同
、
心
よ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
も
寸
法
の
際
限

も
な
く
漢
詩
、
大
字
書
、
近
代
詩
な

ど
題
材
を
選
ん
で
書
き
上
げ
た
力
作

が
揃
い
ま
し
た
が
、
小
品
の
部
も
身

近
な
も
の
と
し
て
好
評
で
し
た
。

　

今
回
は
三
十
回
の
節
目
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
在
り
方
を
会
員

と
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

元
東
書
藝
会
長
の
浅
田
蓬
村
先
生

が
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
折
は
、
東
書
藝

や
地
元
の
先
達
の
強
い
後
押
し
を
頂

き
、
暗
中
模
索
の
中
で
会
が
発
足

し
、
力
を
合
わ
せ
て
歩
ん
で
来
ら
れ

た
こ
と
振
り
返
れ
ば
感
無
量
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
古
典
に
基
い
た
生
命

感
の
あ
る
書
を
、
そ
し
て
見
た
人
の

心
に
ふ
れ
る
作
品
を
と
願
う
こ
の
ご

ろ
で
す
。

　

中
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
。
以
文
会
、
玄
玄
書
作
院
、
書
典
社
、
東
書
藝

の
四
団
体
か
ら
二
十
七
作
品
を
展
示
。
東
書
藝
は
幹
部
十
一
名
の
出
品
で
、
流

石
の
存
在
感
を
示
す
。
本
院
出
品
者
作
品
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

岡
崎
市
美
術
館
で
の
第
30
回
麦
積
書
展
（
麦
積
会
主
催
）
を
訪
ね
た
。
嬉
し

い
こ
と
に
復
帰
さ
れ
た
今
井
麦
苑
常
任
参
事
の
お
元
気
な
姿
が
会
場
に
。
地

元
新
聞
の
取
材
も
あ
り
盛
会
だ
っ
た
。

第
30
回 

麦
　
積
　
書
　
展

岡

崎

市

美

術

館

　
平
成
二
十
九
年
七
月
十
八
日
～
二
十
四
日

風
岡
五
城

安
藤
清
舟

木
村
大
澤

久
野
北
崖

西
尾
邑
城

山
本
晴
城

岩
田
冬
崖

松
浦
白
碩

豆
子
甲
水
之

尾
関
陶
山

水
谷
紅
楓

'17'
「
今
日
の
書
」
代
表
作
家
展
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主
催　

無
名
會
（
渡
辺
清
香
）

◇
第
59
回
新
道
書
道
会
展

会
期　

29
年
6
月
30
日
～
7
月
2
日

主
催　

新
道
書
道
会
（
豆
子
甲
水
之
）

◇
17
心
象
展

会
期　

29
年
7
月
11
日
～
17
日

主
催　

好
日
社
（
岩
田
東
崖
）

◇
古
稀
陶
山
書
展

会
期　

29
年
7
月
18
日
～
23
日

主
宰　

尾
関
陶
山　

◇
第
7
回
稲
香
印
社
展
　
篆
刻
と
書

会
期　

29
年
7
月
25
日
～
30
日

主
催　

稲
香
印
社
（
梶
田
稲
州
）

◇
第
43
回
宏
道
書
展

会
期　

29
年
8
月
22
日
～
27
日

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

今
後
の
予
定

◇
第
60
回
游
心
書
展

会
期　

29
年
9
月
5
日
㈫
～
10
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

游
心
書
道
会
（
松
浦
白
碩
）

◇
第
51
回
碩
山
書
院
一
門
展

会
期　

29
年
9
月
9
日
㈯
～
10
日
㈰

会
場　

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル

主
催　

碩
山
書
院
（
大
竹
翠
葉
）

　
　
　

仝
振
興
会

◇
第
21
回
東
書
藝
小
品
展

会
期　

29
年
9
月
12
日
㈫
～
18
日
㈪

会
場　

中
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院

◇
第
18
回
心
書
会
展

会
期　

29
年
9
月
29
日
㈮

　
　
　
　

～
10
月
1
日
㈰

会
場　

亀
山
市
文
化
会
館

　
　
　

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催　

心
書
会
（
安
藤
清
舟
）

◇
第
41
回
公
募
梓
会
書
道
展

会
期　

29
年
11
月
21
日
㈫
～
26
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

書
道
研
究
梓
会

（
勝
川
香
艸
・
伊
藤
春
魁
）

◇
第
34
回
花
墨
会
展

会
期　

29
年
12
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰

会
場　

�

三
重
県
菰
野
町
図
書
館
2
階

展
示
室

主
宰　

松
岡
麗
泉

編

集

後

記

◇
東
書
藝
九
年
ぶ
り
の
訪
中
と
友
好

　

書
法
展
開
催
が
決
定
。
一
致
団
結

　

し
て
き
っ
と
成
功
さ
せ
た
い
。

◇��

酷
暑
は
も
は
や
当
た
り
前
の
日
本

の
夏
。
皆
様
十
分
ご
自
愛
下
さ

い
。
第
132
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
訪
中
行
事
決
定

　

来
る
十
一
月
二
十
二
日
（
水
）
～

二
十
六
日
（
日
）
、
日
中
国
交
正
常

化
四
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
愛
知

県
・
江
蘇
省
書
道
展
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
東
書
藝
か
ら
は
、

幹
部
十
点
の
出
品
。
こ
れ
に
伴
い
東

書
藝
創
立
六
十
五
周
年
（
来
年
）
行

事
と
し
て
、
東
書
藝
・
揚
州
市
友
好

書
法
展
の
開
催
が
決
定
し
た
。
十
一

月
二
十
一
日
～
二
十
五
日
の
日
程
で

訪
中
し
、
書
道
を
通
し
て
友
好
・
親

善
を
深
め
る
。

　
　

 

東
書
藝
・
揚
州
市
友
好
書
法
展
出
品
申
込
締
切
る

　
総
出
品
点
数
　
堂
々
の
二
二
七
点理

事
長
　
木
　
村
　
大
　
澤
　

　

日
中
国
交
正
常
化
四
十
五
周
年
記

念
、
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
四
十

周
年
記
念
、
ま
た
来
年
は
、
東
書
藝

創
立
六
十
五
周
年
と
い
う
こ
と
で
、

「
東
書
藝
・
揚
州
市
友
好
書
法
展
」

を
揚
州
市
で
開
催
し
ま
す
。

　

七
月
末
で
申
込
を
締
切
ま
し
た

が
、
大
変
多
く
の
院
人
・
会
員
の

方
々
に
ご
出
品
頂
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
東
書
藝
の
ま
と
ま
り
の
良
さ
、

固
い
絆
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
展

覧
会
の
成
功
に
向
け
て
、
一
歩
ず
つ

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
訪
中

（
南
京
市
・
揚
州
市
の
観
光
あ
り
）

の
受
付
は
、
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま

す
。
是
非
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
木
村

ま
で
。

社
中
の
歩
み

◇
第
39
回
宏
道
書
会
選
抜
展

会
期　

29
年
5
月
16
日
～
21
日

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
第
30
回
麦
積
書
展

会
期　

29
年
6
月
7
日
～
11
日

主
催　

麦
積
会
（
今
井
麦
苑
）

◇
第
24
回
無
名
會
書
展

会
期　

29
年
6
月
27
日
～
７
月
2
日

平
成
二
十
九
年
八
月　

第
一
三
二
号

発
行　

東
海
書
道
藝
術
院

編
集　

加　

藤　

松　

亭

　
　
　

堀　

江　

龍　

舟　

’


